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遊星面差月報（1935年7，8月）

　幹事が病氣の工め一ケ月休みました事をお詑び申します．さて概況7月は

不良，8月は幾分好弔したがあまり感心した天候ではなかった．

　報告数（7，8刀）　 伊達　　前田　　渡邊
　　金　星　　　　　　　　1　　　　一　　　　　一　　　　1

　　火　星　　　　　　一　　　　　4　　　　－　　　　4

　　木星　　　 14　　10　　　1　　25
　　土　星　　　　　　　　1　　　　一　　　　　一　　　　ユ

　　　　　　　　　　　16　14　1　31
　金星鳥貫を撮す心積が病氣の爲め出來なかった．伊達氏より一枚受け取

ったが一枚からは別に取り立てて云ふ事は出來ない好季を色色の障害（天候

も勿論悪かつた）の爲め見逃して淺念であった．

　火星今season最後のものが前田氏4枚11別に目新しい鮎はないが御別

れだと思ふと淋しい南極冠は依然小さいまS．

　木星伊達氏により連績的なスケッチを得た事を喜ぶ7月中に以前の歌態

が大き）・攣化はなかったが8月末には南赤道の太）・黒いBeitが非常に細くな

り叉淡くなった事である．伊達氏のスケッチに依れば7月31日迄は大した攣

化はな）・が8月3日の大赤斑を右に迎へて描かれたものは同檬な位置の7月27

日に比べて細く薄くなったのが目立ち8月4日，7日には一層之の傾向が張い

月末には北赤道の黒帯に比べて1／2近v・巾になって來た様である．少し時季

がよくなかったので観測数も不足して居るがこの鹸化が捉へられたのは追口

である．叉前田氏のも同様な事に注意されて居る。

　土星淋しい輪であるが本膿の北赤道の黒帯がますます濃くなった様であ
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る．叉淡いが南赤道の邊にもBeltかあるのが伊達氏により描かれた．篇眞

を木邊幹事が撮したが（8月24H）Beltが撮影されて居る．ウィルソン山等

で撮されて居るのに比べて小口径で撮った所を見ても現在濃V・事がよく解る

　槻弓を望む星一土　星．

　◎紹奔新霊遽鏡　渡邊　慨夫氏　155mm反射望遠鏡　鏡は木邊作である・

　　　　　　　　　鏡眼の同氏の今後の活躍を期待する．

　課より　今季の観測の爲め報一二用紙80枚伊達氏より再度の寄贈を受けた事

　　　　　を課員に代り謝します．

　　　黄道光，劃日照，光帯に關する記事の掲載されてるる

　　　　　　　　　　文献（天界158號303頁）の績き

し天界■第162號　黄道光の研究について（下保　茂）

　　　第163號　黄道光に話する研究臨片（淺野英之助）

　　　第167號　黄道光の本質に就てi・（ホフマイスタ）

　　　第168號　”　　　　・，　　　IL（　　”　　）

　　　第169號　濠洲との黄道光同時襯測計藩に就て（淺野英之助）

観測月報欄報告は

　　L天界、第157，　161，　162，　163，　164，　165，　166，　167，　168，　170，　］71號

；其の他の記事は

　　L天界1第158，159，160，169，の各號

L花山ブレテン「

　　第280，　284，　287，　290，　291，　294

課報（淺野蜜瀬爾氏登行）

　　第40號（1935，五，5）より第43號まで（1935，七，21）

莫他

花山急報

　　第1，　3，4，6，7，　8，10，　11，　12，　13，　14，　＝15，　17，　18，＝19，20，21，22，23，24，

　　25，　26，　27，　28，，　・2’9，　30，　31，　32，　3，0，，　34，　35，　36，　37，　38，　39．，　40，　41，　42，　43，

　45，　46，　47，　48，　49，，　52，　53，　54，　94，　106，　124，　lb，1，　144，　146，　163，　16・5，　167，

　　168．
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流星課月例報告（55）

　　　　（1934年十＝二月）

　十二月の流星は一子座流星期を中心として天候概ね良好であった爲，観測

数は可成り多かった．下に新観測者二君を紹介する．

　　　　　佃　泰三君，山田竹男押脚に京都市

　双子座流星群

　讐子座θ流星群は本月の竹琴者全員によってよく観測され，槻測延時問

1794分（罵約30時聞），流星敷233個（Gminidに屡するもの¢）み）といふ成績を

得ることが出來た。

　出現を最初に認めたのは5～6日夜の安武氏の観測であって，其の後9日よ

り15日迄は各夜とも観測を縫績することが出來た．出現の最も盛であったの

は12～13日と13日～14日の爾夜で，何れも一一時間の李均激は20個に近い．爾

夜の出現程度が略e同程度であった事は共の中闇に部ち日本時聞の13日贅聞

（13．5d）に眞の極大があったものと想像される．出現程度は昨年とあまり大

差はなかったと考へてよv・．負一等以上の流星も若干見られてるる・輻射黙の

移動も，8．65日（U．T．）のα　・・　IO60，δ・一十35。より14，64日（U．　T．）のa＝113。

δ＝十325。まで可成り見事に検出することが出來た．

　同時期に活動する讐子座β流星群は稻垣氏及筆者によって認められた・

共他には特筆すべき流星群の出現はなかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課　長　　小　棋　孝　二　郎
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攣光星課報告（31）

倉敷　小山秋雄
8月中の襯測報告激
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●日課始まって以來の多数の報告を得た・まことに慶賀すべき事である・

今津氏は曹任の爲，十二一時減少した・

課報は第14號を蛮行した．」処0糎望遠鏡に好適の星圖を＋葉許り追加作成した・

邑ラ（くじら座オ三クロン星）観測用星圖．

ミラは本年ユ1月末極大光度に達するが，IO月中旬には六等星になる筈であ・

・本年は観望にも好時機で十月には21時頃既に南東の室に充分見られるか

星圖をのせておく・（前盛本欄参照）
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1955Z＋月中旬の黒星副

　上圖は本：年十月中に衝

になる小遊星の中，．光度

12．9等迄のものの位置を

示す・i矢の長さは本月中

の蓮動の量を示し，叉矢

の方向は運動の方向を示

す・103（694）と云ふのは

第694番の小遊星にして

衝に於ける光度は10。3等

なる事を表はす・本月は

第三番の小遊星JUnoの

衝になる・十月は空；氣が

よく澄み，寒くなく暑く

なく屋外の観測に最もよ

い二二である・

（花山で．見える）掩蔽七四（昭和十年十剛月）
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太陽課黒黒占相虚数報告（1935年八月）
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●k表の他になほ静岡の大：石心の報告がありました・
●五月號に登表して置いた報告用紙のことは色々の都合で大へんおそくなbました
　が近く出來上り既に蛮途しました，なほ評しく報告を寄せられる方がありました
　らえんりょなく用紙御申越し下さい・
●更に報告用紙中川封薮（10g＋5）は（10g＋1）の，略字中bはdの誤植につき訂正します・


